
認 定 書

国住 参建 第 1806号
令和 3年 11月 12日

吉野石膏株式会社

代表取締役 須藤 永作 様

国土交通大臣  斉藤

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 25第 1項 (同法第 88条第 1項にお
いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第 2条第七号及び同法施行令第 107条第
二号 (間仕切壁 (非耐力壁):1時間)の規定に適合するものであることを認める。

記

1.認定番号
FP060NP-0454-1

2.認定をした構造方法等の名称
片面強化せつこうボー ド重張/軽量鉄骨下地間仕切壁

3.認定をした構造方法等の内容
別添の通り

(注意)この認定書は、大切に保存しておいてください。



別添

1 構造名

片面強化せつこうボー ド重張/軽量鉄骨下地間仕切壁

2.寸法
壁高及び壁幅については、構造計算等により構造安全性が確かめられた寸法とする。

3.材料構成等
製 品 仕 様

強化せっこうボー ド

規格 :a又は bのいずれかによる。
a.不燃材料認定番号 llM-8615(GB F(V))

形状 :平板
表面の形状 :平滑
端部の形状 :ス クエアー、テーパー又はベベル

厚さ(Illlll):21・ 25(± 0.5)

かさ比重 :0,75以上
b。 不燃材料認定番号卜lM 1498、 かlM-14981(両面薬剤処理ボー ド用原紙張せっ
こう板)の うち、ボー ド用原紙を除いた部分のせっこうの含有率が95%以上、
ガラス繊維の含有率が 0.4%以上、ひる石の含有率が 2.5%以上のもの

形状、表面の形状、端部の形状、厚さ及びかさ比重は上記の aに同じ。
材料名及び規格 :aからgのいずれかによる。
a.溶融亜鉛めっき鋼板 (」IS G 3302)
b.電気亜鉛めっき鋼板 (」 IS G 3313)

c.溶融アル ミニウムめっき鋼板 (」 IS G 3314)
d.溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板 (」IS G 3317)
e.溶融 55%アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板 (JIS G 3321)
f.溶融亜鉛―アルミニウムーマグネシウム合金めっき鋼板 (」 IS G 3323)
g.一般構造用軽量形鋼 (」IS G 3350)

形状・寸法 (IIEIl)ia又は bのいずれかによる。
a.E-65(± 0.5)～ 1,000× 30(± 1.0)～ 75、 厚さ 0.4(± 0.04)以上
b。ヒー65(± 0.5)～ 1,000× 30(± 1.0)～ 74× 31(± 1.0)～ 75、 厚さ 0.4(± 0.04)

以上

材料名及び規格 :前記の上部ランナーに同じ。

形状・寸法 (■lm):aからcのいずれかによる。
a.匡 -65(±0.5)～ 1,000× 30(± 1.0)～ 75、 厚さ 0.4(± 0.04)以上

boL 65(± 0.5)～ 1,000× 30(± 1,0)～ 74× 31(± 1.0)～ 75、 厚さ 0.4(± 0.04)

以上

co L-65(± 0.5)～ 1,000× 30(± 1.0)～ 75、 厚さ 0。 8(± 0.08)以上

上記 cの形状のランナーを用いる場合は、間柱 (ス タンド)の下部をタッピン
ねじ又はリベントで留め付ける。

項    目

上張り材及び下

張り材

上部ランナー

下部ランナー

①

下

地

材

用

面

材

②

下

地

材

1
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製 品 仕 様

材料名及び規格 :aからhのいずれかによる。
a。 溶融亜鉛めっき鋼板 (」IS G 3302)
b,電気亜鉛めっき鋼板 (」 IS G 3313)
c.溶融アルミユウムめっき鋼板 (」IS G 3314)
d.溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板 (」IS G 3317)
e.溶融 55%アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板 (」 IS G 3321)
f.溶融亜鉛―アルミニウムーマグネシウム合金めっき鋼板 (」IS G 3323)
g。 一般構造用軽量形鋼 (」 IS G 3350)
h。 一般構造用角形鋼管 (」IS G 3466)

形状・寸法 (IILll):a又は bのいずれかによる。
a.[ヨー65(± 0.5)～ 1,000× 45(± 1,0)～ 75× 10(± 2.0)～ 32、 厚さ 0.4(± 0.04)

以上

b。 □-65(± 0.5)～ 1,000× 45(± 1.0)～ 1,000、 厚さ 0。 4(± 0.04)以上

取付け間隔 (Ilull):606(± 60)以下

材料名及び規格 :前記の上部ランナーに同じ。

形状・寸法 (IIu11):a又は bのいずれかによる。
a.匠 19(± 1.5)～50× 10(± 1.5)～ 20、 厚さ0.4(± 0,04)以上
b.E19(± 1.5)～50× 10(± 1.5)～ 20× 5(± 1.0)～ 20、 厚さ0.4(± 0.04)以上
材料名及び規格 :aからfのいずれかによる。
a.溶融亜鉛めっき鋼板 (」 IS G 3302)

b.電気亜鉛めっき鋼板 (」IS G 3313)

c.溶融アルミニウムめっき鋼板 (」 IS G 3314)

d.溶融亜鉛 5%アルミニウム合金めっき鋼板 (JIS G 3317)

e.溶融 55%アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板 (」 IS G 3321)

f.溶融亜鉛―アルミニウムーマグネシウム合金めっき鋼板 (」 IS G 3323)

厚さ(IIIll):0.4(± 0.04)以上

種類等 :下記のいずれかによる。
せつこう板、せつこうボード、強化せっこうボード、不燃積層せっこうボー ド、

繊維強化セメント板、グラスウール (10 kg/m3以上)、 ロックウール (10 kg/m3以
上)、 グラスファイバーフェル ト(10 kg/m3以 上)又はロックウールフェル ト(10
kg/m3以上)

寸法 (Ilull):厚 さ 1(± 0.1)以上、幅 40(± 4)以上

材料名及び規格 :前記の間柱 (ス タッド)用 スペーサーに同じ。

厚さ(Ilull):0.8(± 0。 2)以下

大きさ(Illl11):幅 600(± 60)以下

取付け位置 :aからcのいずれかによる。
a.間柱 (ス タッド)表面
b.敷 目板表面

c.下張り材表面

取付け面積の割合

20(± 2)%以下 (片面あたりの壁面積に対する鋼板の占める割合)

項   目
間柱 (ス タッド)

振れ止め (必要

に応 じて取付け

る。 )

間柱 (ス タンド)

用スペーサー

(必要に応じて

取付ける。)

敷目板 (必要に

応 じて取付け

る。 )

鋼板 (必要に応

じて取付ける。)

②

下

地

材

③

副

構

成

材

料
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製 品 仕 様

種類 :aからkのいずれかによる。
a.ポ リウレタン系
b。 合成ゴム系

c.酢酸ビニル樹月旨系
d.ア クリル系

e.ア クリル Iン レタン系

f。 ポリサルファイ ド系
g。 ポリインブチレン系
h.シ リコーン系

i.変成シリコーン系
j。 せつこう系

k。 炭酸カルシウム系

取付け位置 :a又は bのいずれかによる。
a。 日地表部

塗布量 (g/m):10(± 1)以上

b.目 地裏部

塗布量 (g/m)

横目地部 :10(± 1)以上

縦目地部 :20(± 2)以上

種類 :aからcのいずれかによる。
a.ガラス繊維製テープ

b.紙製テープ

c.樹月旨製テープ

寸法 (血■):厚 さ0.05(±0.01)以上、幅 20(± 2)以上
種類、寸法 :1)か ら3)のいずれかによる。
1)粘着剤付テープ

種類 :下記のいずれかによる。
ブチルゴム系、アクリル系、シリコーン系、超高分子量ポヅエチレン

系、ポリエチレン系、ポリプロピレン系又はフン素樹月旨系

寸法 (mm):厚 さ0.5(±0.05)以下
取付け位置 :aからgのいずれか、又は aからgの内 2つ以上の併用のいず

れかによる。

a.上下ランナー表面の全面又は一部

b.間柱 (ス タッド)上下端 50 11Ⅱll部分の表面の全面又は一部
c,ラ ンナー用スペーサー表面の全面又は一部

d.問柱 (ス タンド)と 間柱 (スタンド)スペ~サーの接触部
e.間柱 (ス タンド)と 振れ止めの接触部

f.振れ止めと問柱 (ス タンド)スペ~サーの接触部
g。 問柱 (ス タンド)と鋼板の接触部

2)グラス Iクール (10 kg/m3以 上)、 ロックウール (10 kg/m3以 上)、 グラスファイ
バーフェル ト(10 kg/m3以 上)又はロックウールフェル ト(10 kg/m3以 上)

寸法 (■llll):厚 さ0.5(±0.05)以上

取付け位置 :取付け位置は前記の 1)に同じ。
3)シーリング材

種類 :下記のいずれかによる。

ポリウレタン系、アクリル系、アクリルウレタン系、ポリサルファイ

ド系、ポリインブチレン系、シリコーン系又は変成シリコーン系

取付け位置 :取付け位置は前記の 1)に同じ。

上張り材目地部

処理材 (充てん

材 )

目地部補強ラ

(必要に応

取付ける。)

lオ

じて

きしみ音防

(必要に応

取付ける。)

L材
じて

項    目
③

副

構

成

材

料
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製 品 仕 様

下張り材取付け用

タンピンねじ

寸法 (Ilull):φ 3.5(± 0.4)以上×L32(± 3.2)以上

留付け間隔 (llull):300(± 30)以下
上張り材取付け用

a.ステープル

寸法 (IIIIl):幅 4(± 0,4)以上、長さ 32(± 3.2)以上

留付け間隔 (IIttll):周辺部 100(± 10)以下、中間部 200(± 20)以下
b.接着剤

種類 :酢酸ビニアレ樹脂系、アクリル樹脂系、ウレタン樹脂系、エポキシ樹脂
系、ポリアミド系、ポリサルファイ ド系、シリコーン系、合成ゴム系、
せつこう系、炭酸カルシウム系

塗布量(g/m2):150(± 15)～ 900(± 90)

塗布間隔 (llull):周辺部 100(± 10)以下、中間部 200(± 20)以下
C.タ ンピンねじ

寸法 (IllIIl):φ 3.5(± 0.4)以上×L50(± 5)以上

留付け間隔 (IIEIl)i1800(± 180)以下

取付け方法 :上記 aと bで下張り材に取付け、必要に応じて cを併用して、間
柱 (ス タンド)又は鋼板に取付ける。

上張り材取付け用 (鋼板取付け部補強用)

タンピンねじ

寸法 (■lm):φ 3.5(± 0。 4)以上×L32(± 3.2)以上

留付け間隔 (Ilull):鉛 直方向 300(± 30)以下、水平方向 600(± 60)以下

取付け方法 :鋼板を下張り材表面に取付ける場合に、鋼板と上張り材の重な

る部分に留め付ける。

問柱 (ス タンド)のL形下部ランナーヘの取付け用
a.タ ンピンねじ

寸法 (Ilull):φ 4.0(± 0.4)以上×L13(± 1.3)以上

b.り ベット

寸法 (■lm):φ 2.8(± 0.3)以上

取付け方法 :上記 a又は bのいずれかでL型下部ランナーに取付ける。
敷目板仮留め用 (敷 目板を使用する場合に用いる。)
a.タ ッピンねじ

寸法 (llu11):φ 2.0(± 0。 2)以上×L10(± 1)以上

b.粘着テープ又は両面粘着テープ

粘着材の種類

アクリル樹脂系、ポリアミド系、天然ゴム系、合成ゴム系
寸法 (IIIIll):厚 さ 3(± 0。 3)以下、幅 75(± 7.5)以下
c.接着剤

種類 :前記の上張り材取付け用接着剤に同じ。
塗布量(g/m2):600(± 60)以下

取付け方法 :上記 aか らcのいずれかで間柱 (ス タンド)又は上下ランナーに取
付ける。

項    目

留付け材③

副

構

成

材

料

-4-
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製 品 仕 様

鋼板仮留め用 (鋼板を用いる場合に使用する。)
a.接着剤

種類 :前記の上張り材取付け用接着剤に同じ。
塗布量(g/m2):360(± 36)以下
b.ステープル

寸法 (Ilull):幅 4(± 0.4)以上×長さ 10(± 1)以上

C・ タンピンねじ

寸法 (llllll):φ 2.0(± 0.2)以上×L10(± 1)以上

d.粘着テープ又は両面粘着テープ

粘着材の種類 :前記の敷目板仮留め用粘着テープ又は両面粘着テープに同じ。
質量(g/m2):360(± 36)以下

e・ リベント

寸法 (IIull):φ 2.4(± 0.3)以上

取付け方法 :上記 aからeのいずれかで間柱 (ス タンド)、 敷目板又は下張り材
に取付ける。

下張り材又は上張り材のどちらか一方に、あるいはこの両者に目透かしを設ける
場合は、それぞれの目透かし幅は 10 11ttll以 下とする。下張り材及び上張り材の目透
かし部には、次の aからcのいずれかを充てんする。
充てん厚さは、下張り材は 21 llⅡll以上、上張り材は 21■lm以上とする。
a.シーリング材

種類

ポリウレタン系、アクリル系、アクリルウレタン系、ポリサルファイ ド系、
ポリインブチレン系、シリコーン系、変成シリコーン系

b.ロ ックウール、ロックウール保温板、ロックタールフェル ト、ロックウール
モルタル、グラスファイノミーフェル ト

密度 (kg/m3):10(± 1)以上
c.せつこう系、炭酸カルシウム系無機質充てん材

項    目

留付け材

壁端部 (柱・はり

等との取り合い

部)の仕様及び

その処理材 (充

てん材)

③

副

構

成

材

料

‐5-
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4.構 造説明図

(■ )翻

(2)枷

O宰町立:rnm)

*

*1

*1 卸崩澁厘毎髯郵忘じ朝 ける
取鰤軽妻 膳誅主と 用長り材とのF口靱 よ

~同
長り材と上3長り材と妍 口弓

*2 罷 uLめ!詢暁翼ヨ芯じて取付ける

∝)6以下

ス

£岡憫螂
]謝廷卜
=I煙

０
一

*可 ヨ忘じ抑 する
:間権と下張 り材とのF日二又は 同長り材と上B長り材とビ ロ弓
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(3)四雨蜀許紫配剰
C下部ラン均 涯取 形の場合
C片 ■ 敷目板無し

ぐ母とに上:mm)

キ3

*刊 鰤 喪濃刻ヨ芯じて珊 ける
取側頸象 F日群主と

~同
長り材とC鼎勝則よ刊 長り材と上張り材とのFロヨ

*2 事財■止め「螂 コ感じ朝 ける
*3 きしな割蜘山閉説獲瓢琉 じて取付ける

Ｕ
一
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O宰町立:mm)

餅 2 敷 日本反有 り

10以下

榊 ラ歩

鶴 以下

108

1075

£岡キ反!れ慶刻ヨ芯じ襴取付ける
局訃引立置 :F口群主と

~同
長り材とのF口弓劇よ

~同
長り材と」」]長り材と雰 F弓

オ膨h止め!丸慶瓢琉 じて珊 ける
きしあ嵯瑞槙日琳詢醒刻可芯じて鮒 ける

*1

*2
キ3
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鉾 Бランサーカ注 嚇

餅 1 ;敦目撫 し

*3

ぐ宰町立:rnm)

107

lШ

6()6以下

*1

*1 鰤 詢憂郵ヨ志じて鮒 ける
取付位置 :F口月本主と可司長り材とσ渭隼又rよ

~同
長

*2 与財uとめI詢曖刻司忘じて取傲ナる
*3 きしな罰嘘

"閉
説匹刻軌 じて取付ける
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②峠2 夢c目板有り

鶴 以 下

O宰町立:mm)

組
一研

１

　

２

３
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廻朔』辰り材 目的 ¢組別餌剰

餅 1 目剤募導欄習及り仰 する婉

柳
的

*1 目的 詢淡到郵感じて鮒 ける

鉤

餅 2 目毘壕華檄』取り伽 する婉

柳

‐
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5。 施工方法

(1)上部及び下部ランナーの取付け
上部及び下部ランナー (以下、上下ランナーという)を取付ける位置に墨出しを行 う。上下ランナー

は、躯体にランナー固定金物 (打込みピン、ボル ト、ねじ、くぎ、バンフア~ピン等)、 或いは溶接に
て (必要に応じてランナー受けピースを介して)、 900 11Ⅱ ll以下の間隔で取付ける。必要に応じて、きし

み音防止材を上下ランナー表面に取付ける。

(2)間柱 (ス タンド)の取付け

間柱 (ス タンド)をあらかじめ現場の寸法に合わせて切断し、60611111以下の間隔で上下ランナーに差
し込んで固定する。上部ランナーと間柱 (ス タッド)と の間のクリアランスは 10(± 2)IIⅡ Il以上確保する。
なお、下部ランナーにL形ランナーを用いる場合は、聞柱 (ス タンド)の下部をφ4■lm以上×L13■lm以上
のタンピンねじ又はφ2.81ェlm以上のジベットでL形ランナーに取り付ける。必要に応 じて、きしみ音防
止材を聞柱 (ス タッド)上下端 50 11ⅡIl部分の表面に取付ける。

E形タイプの間柱 (ス タッド)を使用する場合は、必要に応じて、そのフランジ相互に、間柱 (ス タッ
ド)用スペーサーを挿入する。必要に応じて、きしみ音防止材を間柱 (ス タンド)と 問柱 (ス タッド)用 ス
ペーサーの接触部に取付ける。

(3)振れ止めの取付け
必要に応じて、振れ止めをあらかじめ現場の寸法に合わせて切断し、間柱 (ス タッド)の側面の切欠き

部に差し込んで取付ける。必要に応じて、きしみ音防止材を間柱 (ス タッド)と 振れ止めの接触部、振れ
止めと問柱 (ス タッド)用 スペーサーの接触部に取付ける。

(4)鋼板の取付け (間柱 (ス タンド)と 敷目板又は下張り材との間に取付ける場合 )
必要に応じて、鋼板を間柱 (ス タンド)と敷目板又は下張り材との間に使用する場合は、あらかじめ現

場の寸法に合わせて切断した鋼板を聞柱 (ス タンド)に接着剤、タッピンねじ、粘着テープ、両面粘着テ
ープ又はジベットで取付ける (必要に応じて鋼板に下穴を開ける)。 必要に応じて、きしみ音防止材を問

柱 (ス タンド)と鋼板の接触部に取付ける。

(5)敷 目板の取付け
必要に応じて、敷目板をタッピンねじ、粘着テープ、両面粘着テープ又は接着剤で間柱 (ス タンド)又

は上下ランナーに仮留めする。

(6)鋼板の取付け (敷 目板と下張り材との間に取付ける場合 )
必要に応じて、鋼板を敷目板と下張り材との間に使用する場合は、あらかじめ現場の寸法に合わせて

切断した鋼板を敷目板の表面に接着剤、タンピンねじ、粘着テープ又は両面粘着テープで取付ける(必

要に応じて鋼板に下穴を開ける)。

(7)下張り材の取付け

下張り材をあらかじめ現場の寸法に合わせて切断し、その縦目地が通りの目地とならないように配置
し、ボー ド表面を間柱 (スタンド)に向けてφ3.511■ll以上×L32 11ttll以 上のタッピンねじで 300 11ull以 下の間

隔で間柱 (ス タンド)に留め付ける。

(8)鋼板の取付け (下張り材と上張り材との間に取付ける場合)
必要に応じて、鋼板を下張り材と上張り材との間に使用する場合は、あらかじめ現場の寸法に合わせ

て切断した鋼板を下張り材の表面に接着剤、ステープル、タッピンねじ、粘着テープ又は両面粘着テー

プで取付ける(必要に応じて鋼板に下穴を開ける)。

(9)上張り材の取付け
上張り材をあらかじめ現場の寸法に合わせて切断する。接着剤を上張り材の裏面に塗布する。この時、

接着剤の塗布間隔は周辺部 100■lm以下、中間部 200 1Ш ll以下とし、接着剤の塗布量は 150～ 900g/m2と する。
上張り材は、その目地が下張り材の目地と重ならないよう配置し、幅 4111111以上、長さ 32 11ull以上のス

テープルで周辺部 100■lm以下、中間部 20011111以下の間隔で下張り材に取付ける。ただし、鋼板を下張り

材表面に取付ける場合は、鋼板の取付け部分はステープルを取付けなくてもよい。

必要に応じて、タンピンねじで 1,800 11ull以 下の間隔で間柱 (ス タンド)又は鋼板に留め付ける。

鋼板を下張り材表面に取付ける場合は、鋼板と上張り材の重なる部分にφ3.5■ lm以上×L32■lm以上の

タンピンねじで鉛直方向 30011m以下、水平方向 600■lm以下の間隔で鋼板に留め付ける①

(10)上張り材目地部処理材の塗布 (目 地裏部に塗布する場合 )

隣り合 う上張り材のうち、先に張り付けた上張り材の側面に目地部処理材を塗布 (横 目地裏部 :10g/m

以上、縦目地裏部 :20g/m以上)し、後に貼り付ける上張り材を順次隙間なく突き付ける。ただし、目地
表部に目地部処理材を塗布する場合は、目地裏部の目地部処理材の塗布を省略できる。
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(11)上張り材目地部処理材の塗布 (目地表部に塗布する場合 )

隣り合う上張り材の目地部 (目地表部)1こ、目地部処理材を塗布 (10g/m以 上)し平滑に仕上げる。せっ
こう系又は炭酸カルシウム系の目地部処理材を用いる場合は、必要に応じて、日地部補強材を併用して

平滑に仕上げる。ただし、日地裏部に目地部処理材を塗布する場合は、目地表部の目地部処理材の塗布
を省略できる。

(12)壁端部の処理

下張り材又は上張り材のどちらか一方に、あるいはこの両者に目透かしを設ける場合は、日透かし幅
を 1011111以下とする。目透かしを設けた場合の下張り材及び上張り材の目透かし部には、処理材 (充てん

材)を充てんする。充てん厚さは、下張り材、上張り材共に 21】lIIl以上とする。
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